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はじめに 

 

ローマ人への手紙の学びが続いています。今日取り上げる個所は短いので、パウロがこ

の手紙を書いた目的と、5 章までの流れを皆さんともう一度おさらいしてから進みたいと

思います。 

 

ローマ教会も他のギリシャ世界に誕生した初代教会と同じ問題を抱えていました。これら

の教会は、ユダヤ人クリスチャンと異邦人クリスチャンが混在している教会でした。そこ

へローマ皇帝のクラウディウスが、ローマにいる全てのユダヤ人を追放するという事件が

起きました。5 年後にユダヤ人たちは、やっとローマに帰ることが許されましたが、ユダ

ヤ人たちが教会に戻ってみると、その習慣やしきたりが変わっていて、教会は非ユダヤ的

なものになっていました。 

 

このことが信徒の中で緊張関係を生み出し、やがて教会は分裂してしまいました。彼らは

これからイエスをどのように信じ従っていけばいいのか、また異邦人クリスチャンたちは

ユダヤ人と同じように安息日や律法の食事規定を守るべきなのか、割礼は受けるべきなの

か、などの点で意見が分かれていたのです。 

 

そこでパウロは明確な目的を持ってこの手紙を書きます。第一には、この分裂した教会が

一致することです。第二には帝都にあるローマ教会を拠点として、さらに西へ宣教の旅を

続けて、やがてイスパニア（スペイン）まで行くことでした。そのために、パウロはこの

手紙で「イエスの生涯、死、復活の良い知らせ」つまり福音の最も包括的（部分的な説明

ではなく全体）な説明を記しています。 

1. ５章までのおさらい 

福音は、まず神の義を表すのだとパウロは言います。そして、福音は人を全く新しく造

り変え、それによって神のイスラエルへの約束を果たします。そして、この福音こそが教

会を一致させるのです。 

 

パウロは冒頭で、自分はイエスについての福音を伝えるように神によって召された使徒だ

と紹介しています。イエスはイスラエルのメシアであり、よみがえられた神の子であり、



全世界の王であり、その愛による支配に従うよう人々を招いていると説明します。また、

パウロはこの福音は信頼する人を救う神の力であり、神の義を表すと言います。義という

言葉は、旧約聖書の中で深い意味を持つ言葉です。この言葉は、まず神はいつでも正しく

て正義を行うという性質を表しています。さらに神は誠実であり、必ず約束を守ることを

意味しています。イエスの地上生涯を通して、神はこの両方を果たしたとパウロは説明し

ます。 

 

１章でパウロは自分の言葉で創世記 3～11 章を振り返ります。異邦人の国々は罪と自己中

心に囚われていて逃げ出すことができず、人の心も考えも腐敗していて、神に背向き、偶

像礼拝にのめりこんでいます。偶像礼拝とは、神ではない作られたものに人生の目的を求

め、身を捧げることです。これは私たちの人間性を歪めて破壊的な行動に走らせます。そ

の結果、正義の裁き主である神の前で人間は有罪であると言わざるを得ません。 

 

それでは神の民と自負しているユダヤ人はどうなのでしょう。旧約聖書を振り返ると、イ

スラエルは異邦人と変わらないくらい罪と偶像礼拝にまみれていることがわかります。イ

スラエルは律法を持っていたので、その罪はさらに重いのだとパウロは訴えます。つまり

異邦人であれ、イスラエル人であれ、全人類は罪に絡め取られていて、神の前で有罪であ

るとパウロは結論付けているのです。 

  

しかし、この状況に対しての神の応答こそが福音です。人間を罪に定める代わりに、イエ

スはイスラエルのメシアとして来て、罪の犠牲として全ての人の代わりに死にました。全

人類の代表者として、私たちがもたらした罪による苦しみと、死の受けるべき結果をイエ

スが変わりに負いました。そして死からよみがえってこれら全てに打ち勝ちました。この

よみがえりの命を得る道をイエスは開いてくださったのです。イエスがへりくだり私たち

のようになってくださったことによって、私たちはイエスのようになれるのです。このす

べてを通して、神はイエスを信頼する人を義と認めるとパウロは説明します。 

 

義認とは旧約聖書に深いルーツを持つ言葉であり、神の義と関係あります。義と認めると

は、まずイエスが私たちのためにしてくださったことを通して、私たちは新しい状態にな

るということです。つまり、神の前に罪がある状態から、神との関係が回復し、許された

状態になります。また、新しい家族が与えられ、神の契約の民の一員とされます。さらに

新しい未来が与えられますが、それは神の恵みによって人生が変わり続ける歩みが始まる

ということです。この義認の恵みは、イエスへの信仰を通して、キリストにあるものに与

えられます。これらを踏まえて、次にパウロは誰が神の契約のために入れるかという重要

な問題を取り上げます。 

 



３章でパウロは創世記 15 章のアブラハムの話に触れます。イスラエルに律法が与えられ

るはるか前に、アブラハムは神の前で義と認められましたが、どうしてでしょう。神はア

ブラハムを祝福の基とされました。あらゆる民族はこのアブラハムによって祝福されると

約束されたのです。しかし、アブラハムと妻のサラは年を取っていて、一度も子供を授か

っていませんでした。それでもアブラハムは神の約束を大胆に信じました。そして、神は

アブラハムを義と認めると宣言しました。 

 

こうしてアブラハムは神の契約の民の父となり、この民は急速に拡大しましたが、そこに

はユダヤ人も異邦人も含まれています。この神の契約とはアブラハムへの約束を成就した

方、つまりイエスキリストに対して信仰と信頼を持っている者たちのことです。全人類は

罪に絡め取られ、救い出される必要がある。律法を守ることを通して、人は自分を救うこ

とはできない。義なる神は、イエスの死とよみがえりを通して世界を罪から救い出し、信

仰に基づくアブラハムのあらゆる民族からなる家族を創り、ご自身の契約の民としまし

た。 

 

４章でパウロはさらに信仰による義認について詳しく掘り下げていきます。人はイエスの

死とよみがえりが自分のためであると信じる時、神と正しい関係にある新しい状態にされ

ます。また、アブラハムの契約の民の一員とされ、新しい家族が与えられます。そして、

新しくされた命への希望という未来が与えられるのです。 

 

義と認められることが、人の全てを新しく作り変えるとパウロは説明していきます。とい

うのも、神の家族の一員になるとは、神がイエスと聖霊を通して作る新しい人間となるこ

とだからです。これを説明するため、パウロは５章で聖書の最初の登場人物であり、人間

という意味の名前を持つアダムの物語を引き合いに出します。アダムは後に続く、全ての

人間と同じく罪と自己中心を選び取りました。そのため、全ての人は死をもたらす罪の奴

隷となり、神の裁きに直面することになりました。 

 

パウロは対比としてイエスを新しいアダムと呼び、イエスの犠牲的な愛を通して、彼が神

に誠実に従う人であったことを示されたと言いました。イエスは人が神の前に義とされる

ために自分の命を捧げたのです。それで イエスはこの犠牲によって造り変えられた人間

の頭となりました。 

 

2．義の道具 

ここから 6 章の聖化の教えにつながっていきます。パウロは 6 章 1 節で、「恵みが増し

加わるために、私たちは罪にとどまるべきか」という質問に対して絶対にそんなことはな



いと強く退けました。なぜなら、私たちキリストにあるものは、すでに罪に対して死んで

いるからだと言いました。イエスが罪のために死なれた時、イエスは私たちの代表者とし

て死なれました。全人類の代表者として罪による苦しみと、死の受けるべき結果をイエス

が変わりに負いました。パウロはイエスに従う決断をクリスチャンたちは、もはや古いア

ダムのような人間ではなくなり、新しいイエスのような人間にされるといいます。この新

生の象徴が洗礼なのです。 

 

パウロは１１節で「同じように、あなたがたもキリスト・イエスにあって、自分は罪に対

して死んだ者であり、神に対して生きている者だと、認めなさい。」と言いました。この

「認めなさい」「ロギゾマイ」という言葉は、計算する、勘定する、という算数の用語を

使っています。私の古い人間性はイエスと共に死に、新しい人間性がイエスと共によみが

えりました。人がイエスに信頼するなら、その命はイエスの命に結びつき一体化するので

す。イエスと共に死に、イエスと共によみがえります。 

 

イエスと一体化しているという自己認識を持ち続けることが聖化の土台です。義認は一度

きりのことですが、聖化は継続した歩みです。認め続ける、見なし続ける、これは感情で

はなく、知的な理解としてキリストにある立場を受け入れ続けることです。 

 

ところが、人間は頭だけで生きているわけではありません。どれだけ頭で認めても、その

通りに生きれるわけではない。そのことをパウロはよく知っていました。そこで１２節で

次のように具体的な勧めをしました。「ですから、あなたがたの死ぬべきからだを罪に支

配させて、からだの欲望に従ってはいけません。また、あなたがたの手足を不義の道具と

して罪に献げてはいけません。」 

 

私たちの「からだ」は「死ぬべきからだ」です。これは何も悪い意味ではありません。い

つかは死ぬ、やがて朽ちてしまうということです。問題はこの「からだ」をどのように使

うかです。パウロは罪に支配させてはいけないと言います。罪に支配されると、それはか

らだの欲望に従うという形になって現れます。ここでパウロは禁欲主義を勧めているわけ

ではありません。生きている以上、私たちの体には様々な必要があります。必要と欲望は

違います。聖書は「からだ」を罪悪視してはいません。からだの様々な欲求それ自体は罪

ではなく、例えば飲食も夫婦生活も、神様がこの世の生活を楽しむために与えてくださっ

た賜物です。しかし理性を失い欲望のままに行動すると、過度の飲食は病気を引き起こし

ますし、夫婦外に肉体関係を求めれば姦淫の罪となるのです。その結果は悲惨と苦しみで

す。欲望は、これが欲しい。これを満たそう。と理性を押さえつけて暴走する力です。 

 



あなたがたの手足をとは、手と足のことだけではなく、肉体に与えられたすべての部分や

機能のことです。キリストの救いは、私たちの魂だけではなく、肉体も救う全人的な救い

です。それは私たちの自身の体をもって、本来の喜びを回復して、神に栄光を表すものと

なるためです。 

Ⅰコリ 10:31 こういうわけで、あなたがたは、食べるにも飲むにも、何をするにも、すべ

て神の栄光を現すためにしなさい。 

ローマ 12:1 ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたがたに勧めます。

あなたがたのからだを、神に喜ばれる、聖なる生きたささげ物として献げなさい。それこ

そ、あなたがたにふさわしい礼拝です。 

 

からだを罪にささげてはならない、ではクリスチャンはからだをどのように使うのが祝福

となり、喜びとなるのでしょうか。 

13 節 むしろ、死者の中から生かされた者としてあなたがた自身を神に献げ、また、あな

たがたの手足を義の道具として神に献げなさい。 

この道具という言葉は、「武具」と訳すこともできます。戦いの道具です、武具は使い方

を間違えると自分や他人を傷つけてしまいます。しかし悪との戦いに用いれば勝利して平

和をもたらすこともできます。私たちの体は、本来自分のものではありません。この素晴

らしく精巧なからだを創ってくださったのは神です。この道具をどのように使えばいいの

か一番よくご存じである方に差し出し「義の武具」として使っていただきましょう。 

 

マグダラのマリアは、かつて７つの悪霊をイエス・キリストに追い出してもらった人で

した。聖書の中で７という数字は、完全数を表しますから、どれほど深く彼女が悪しき霊

に捕らわれていたかが分かります。深い悲しみと闇から解放された彼女は、イエス・キリ

ストに深く感謝を表し、愛をささげるようになりました。彼女は、キリストの十字架の場

面でも、その近くにいました。男の弟子たちが逃げてしまう中にあって、その苦難のすべ

てを見守り続けたのです。御使いが、キリストの復活を女性たちに証しした時にも、他の

女たちが、恐れて誰にも話せない中、マグダラのマリアはキリストの墓に留まっていまし

た。彼女は御使いのことばに戸惑いつつも、キリストの遺体がなかった悲しみから、その

場を離れられなかったのかも知れません。彼女は深くキリストを愛していたのです。よみ

がえったキリストは、誰でもないこのマリアに最初に現れてくださり、彼女は最初の証人

となりました。そして、彼女は嘆き悲しんで泣いている人々のことに行き、キリストは死

に打ち勝ってよみがえられたこと、今も生きて自分たちを愛し、共にいてくださることを

語ったのです。かつては悪しき霊にとらわれていたマリアを、喜びで満たし、復活の勝利

の証人としてくださったのです。神様はどんな弱い存在をも用いてくださいます。そし

て、深い悲しみを知る人をこそ、喜びと愛で満たし、他の悲しみや痛みを通る方々に寄り

添い、愛を伝えるものとして、豊かに用いてくださるのです。 



3．恵みの下にある者 

14 節 罪があなたがたを支配することはないからです。あなたがたは律法の下にではなく、

恵みの下にあるのです。パウロがあなた方の手足を（神に仕える）義の道具として神にささげ

なさい。と勧める理由はなぜでしょう。それは第一に、罪が私を支配することがもうないから

です。私のからだの本当の主人は、キリストと共に死んだ私でもなければ罪でもなく、今や神

だからです。  

 

第二の理由は、あなたがたは律法の下にではなく、恵みの下にあるのです。ここに突然律法が

出てくるのでわかりにくいかもしれませんが、この献身の在り方こそが律法の下にいる者と恵

みの下にいる者の大きな違いです。罪は律法の下にある者を支配します。それは、律法は何を

すべきかを教えますが、それを実行する力は与えてくれません。そして律法は、堕落した人間

の本性の中に眠っている、禁じられていることをしたいという欲望をかき立てるのです。"禁断

の果実は甘い " 

 

しかし、恵みの下にあるクリスチャンは、罪の支配を受けません。なぜなら私たちは罪に対し

て死んでしまっているからです。そして、聖化の力として、助け主聖霊を受けています。あの

マグダラのマリアのように、もう罰への恐れではなく、イエスへの愛に突き動かされていま

す。恵みは、聖さを生み出すに唯一のものなのです。 

"罪から解放するのは律法ではなく恵みであり、聖い人を造るのはシナイ山ではなく、カルバリ

ー山である" 

私たちは今、恵みの下にあります。恵みとは、私たちが自分自身には何も期待せず、神に完全

に身を委ねることを意味します。恵みの下でのみ、神のために生きる力があるのですから。 

最後に 

考えてみると、私たちの人間のからだは、なんとはかなく弱いものかと思います。この

ような者を神様はどうやって用いられるのかと思われるかもしれません。パウロにもそん

な弱点がありました。しかし私たちの評価と神様の評価は違います。親は自分の子供がど

んな顔形をしていようとかわいいと思います。その体にどんな欠けがあってもしっかり抱

きしめます。親の愛とはそういうものです。神様は、どんなに弱い体であったとしてもあ

なたには十分である。私の力は弱さのうちに現れるからである。と言ってくださいます。 

これが恵みの下にある者の幸いです。私たちを愛してやまないこの神様に、このからだの

ままお捧げして歩みましょう。 


